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じょうずにで看箭）かな

　７月25日（金）、町保健福祉センターで、小学生とお

母さんが参加して、町児童館主催の「親子クッキング教

室」が行われました。

　今回作ったのは、アンズと牛乳、ゼラチンを使い、見

た目が目玉焼きそっくりの「目玉焼きケーキ」と、紫色

や水色の寒天とピンクの白玉であじさいの花をイメージ

した「あんみつ」の２品。材料を切ったり、火にかけて

かき混ぜたりして、苦労の末にやっとできあがりました。

食べるのがもったいない？



言澪集落排水事業
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住みよい集落をめざして

☆農業集落排水事業に関する問い合わせは
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壬
生
町
の
下
水
道
は
県
内
で
も
有
数
な
普
及
率
を
誇
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
農
村
部
の
下
水
道
の
整
備
は
立
ち
遅
れ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

　
町
で
は
、
平
成
６
年
度
よ
り
、
住
み
よ
い
集
落
を
目
指
し
、

農
業
集
落
排
水
事
業
に
よ
る
下
水
道
の
整
備
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
　
こ
こ
で
は
、
農
業
集
落
排
水
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。
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農
業
集
落
排
水
事
業
と
は
？
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汚
水
に
よ
る
農
業
被
害
や
集
落
内
の
　
　
れ
る
よ
う
、
台
所
、
風
呂
場
、
ト
イ
レ

排
水
路
な
ど
の
農
村
を
と
り
ま
く
環
境
　
　
な
ど
の
水
を
集
め
て
き
れ
い
に
す
る
事

を
改
善
し
、
農
村
生
活
が
快
適
に
お
く
　
　
業
で
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業
は
　
　
　
　
｛

　
　
　
　
　
　
ど
う
し
て
必
要
か
？

　
昔
、
川
は
き
れ
い
で
め
だ
か
が
泳
ぎ
、

子
ど
も
た
ち
は
水
遊
び
を
し
て
過
ご
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
生
活
様
式
が
変
化

す
る
に
つ
れ
て
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
汚

水
が
増
加
し
、
自
然
の
力
で
浄
化
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た

　○

与
え
た
り
、
悪
臭
な
ど
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
下
水
道
が
立
ち
遅

れ
て
い
る
農
村
部
に
お
い
て
農
業
集
落

排
水
事
業
を
実
施
し
、
農
業
被
害
の
解

消
と
集
落
環
境
の
改
善
を
図
り
、
住
み

よ
い
農
村
を
建
設
す
る
こ
と
が
急
務
と

そ
れ
に
よ
っ
て
農
作
物
に
被
害
を
　
　
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、
集
落
ご
と
の

排
水
シ
ス
テ
ム
な
の
か
？

　
人
目
が
集
中
し
て
い
る
都
市
部
と
違

い
、
小
さ
な
集
落
が
散
在
し
て
い
る
農

村
部
で
は
大
規
模
な
排
水
シ
ス
テ
ム
は

効
率
が
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

農
村
の
特
性
に
あ
わ
せ
、
集
落
単
位
で

効
率
的
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
よ
っ
て
、
小
規
模
分
散
型
の
農
村
部

に
は
、
小
規
模
で
配
管
が
容
易
で
、
中

継
ポ
ン
プ
な
ど
の
付
帯
施
設
も
少
な
い

な
ど
、
総
合
的
に
み
て
も
経
済
的
な
農

業
集
落
排
水
事
業
が
最
適
に
な
り
ま

す
。

排水システム農業集落排水事業言質具落排水事業の主な内容
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◇目　　的　農業集落におけるし尿、生活雑排水

　　　　　　等の汚水を処理する施設を整備し、

　　　　　　農業用用排水の水質保全・農薬用用

　　　　　　排水施設の機能維持または農村生活

　　　　　　環境の改善を図り、併せて公共用水

　　　　　　域の水質保全に寄与する。

◇整備対象地域　農業振興地域整備に関する法律に基

　　　　　　づく農業振興地域内の農業集落。ま

　　　　　　たは、これと一体的に整備すること

　　　　　　に相当する地域。

◇処理対象排水　し尿・生活雑排水・畜産排水(犬規

　　　　　　模畜産は除く)・雨水等。

◇処理対象人□　原則として概ね1､OOO人以下とする。

◇補助対象　受益戸数が20戸以上。

◇排除方式　分流方式(汚水と雨水を分離し、汚水

　　　　　　のみを処理施設まで集水し処理する

　　　　　　方法)

◇処理水質　B O D　2omg/ど、S S　5omg/ど以下。

[BOD:伴俘膳隷隷冰抑隷胆性凱体冶剔れ､絞するために召防計量]

|'SS冰中浮遊物質量(水を濁らせる物質の総称)]

２



上
1
1
ぶ
泉
阿
題
区
農
栗
巣
落
俳
水
事
栗

鍬
入
れ
の
儀
式
を
行
う
清
水
町
長

　
住
み
よ
い
集
落
を
目
指
し
た
農

業
集
落
排
水
事
業
の
上
田
地
区
並

び
に
中
泉
地
区
に
お
い
て
、
汚
水

処
理
施
設
の
建
設
工
事
着
手
に
さ

き
が
け
７
月
1
0
日
、
各
建
設
予
定

地
で
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
上
田
地
区
・
中
泉
地
区
は
、
壬

生
町
で
最
初
の
農
業
集
落
排
水
事

業
と
し
て
、
平
成
６
年
度
か
ら
マ

ン
ホ
ー
ル
、
汚
水
管
な
ど
の
管
路

施
設
工
事
に
着
工
し
て
お
り
、
本

事
業
が
完
成
す
る
と
処
理
面
積
は

上
田
7
4
ｈ
・
中
泉
6
8
ｈ
、
処
理
人

□
は
上
田
８
１
０
人
・
中
泉
７
０

０
人
の
規
模
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
処
理
方
式
は
上
田
地
区

が
回
分
式
活
性
汚
泥
方
式
、
中
泉

　
　
　
け
ん
き
せ
い
　
し
ょ
う
へ
い
ぷ
ユ
ち
し
ょ
く
ば
っ

地
区
が
嫌
気
性
ろ
床
併
用
接
触
陽

気
方
式
に
よ
り
、
処
理
水
質
は
両

地
区
と
も
ほ
ぼ
水
質
の
最
高
水
準

ま
で
処
理
し
ま
す
。

◎両地区汚水処理計画
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処理面積 ７４ｈａ ６８ｈａ

処理人口 810人 ﾌOO人

処理戸数 188戸 147戸

日平均汚水量 ２１９ｍ３／ｄａｙ １８９ｍ３／ｄａｙ

処理方式 回分式活性汚泥方式 嫌気性ろ床併用接触曝気方式

処理水質 BOD…20mg/ど（除去率90％）　　　　　　　SS…50mgμ（除去率75％）

３

農;業集落:1非ﾌ}く事l業
　管路施設工事のようす

汚水管路工事（マンホール）

汚水管路工事（汚水ます設置）



　
終
戦
か
ら
半
世
紀
を
過
ぎ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
世
界
に
は
人
命
を
脅
か
す

紛
争
が
絶
え
ま
せ
ん
。

　
広
島
、
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
、

悲
惨
な
体
験
を
し
た
日
本
は
、
世
界
で

唯
一
の
被
爆
国
で
す
。
そ
の
被
爆
国
の

体
験
を
通
し
、
平
和
・
核
の
平
和
利
用

は
、
わ
た
し
た
ち
み
ん
な
の
願
い
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
昭
和
5
9
年
６
月
の
定
例
町

議
会
で
恒
久
平
和
を
願
っ
た
「
非
核
平

和
自
治
体
宣
言
」
を
決
議
し
、
役
場
正

門
な
ど
３
か
所
に
ご
怯
兵
器
『
も
た
ず
』

　
『
つ
く
ら
ず
』
『
も
ち
こ
ま
せ
ず
』
・

の
看
板
の
設
置
や
図
書
館
を
利
用
し
、

Ｊ
口
本
の
戦
後
を
振
り
返
っ
て
ご
ｇ
ど

の
図
書
の
特
集
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

戦
争
と
は
ど
ん
な
も
の
か
を
訴
え
る
な

ど
、
恒
久
平
和
を
願
い
行
政
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

ﾉﾉ,本田]'力¢1壷良納税町としてし==j=Ui==Vy=

◇=j°ｽj=゜1:　　知事1膿腫ll;|犬を受1するﾌﾞｻ

　７月23日、栃木県公館において平成９年度個人県民

税優良納税市町村に対する知事感謝状贈呈式が行わ

れ、本町が優良納税町として知事より感謝状が贈られ

ました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥

　これは、個人県民税の収入歩合が県平均を上

どｼ4徴収成績が良好な市町村に贈られるもので

本町の現年度課税分の収入歩合は県平均を

かつ、３年連続して前年度実績を上回るなど、本町並

びに住民の皆さまの納税に対する意識、取り組みが高

く評価され、今回の受賞になったものです。

-

レ
図
書
特
集
コ
ー
ナ
ー

（
図
書
館
）

榎本前教育長…………………
…j
……:………=……

　文部大臣表彰を受ける

　前壬生町教育委員会教育長の榎本和平氏が、長年

の教育行政における功績により、７月17日に地方教

育行政功労者文部犬臣表形を受けられました。

　榎本氏は戦後間もない時

期より教育活動に携わり、

昭和49年から62年まで稲葉

中学校教頭、羽生田小学校

校長、石橋中学校校長等を

歴任しました。翌63年より

壬生町教育委員会教育長に

就任され、平成８年に任期

満了により退任するまでの

８年間、教育長として壬生

町教育行政の発展に尽くさ

れました。

　　　　　　　　　　　　４

榎本和平氏

　
栃
木
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
・
壬

生
町
身
体
障
害
者
福
祉
会
（
田
中
一
男

会
長
才
王
族
の
壬
生
町
身
体
障
害
者
ス

-

ポ
ー
ツ
大
会
が
７
月
2
0
日
、
会
員
約
4
0

名
が
参
加
し
て
町
総
合
運
動
場
で
聞
か

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
会
員
の
日
ご
ろ
の
運

動
不
足
の
解
消
並
び
に
仲
間
と
の
交
流

を
深
め
、
友
情
の
輪
を
広
げ
る
た
め
に

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協

会
指
導
員
の
指
導
の
も
と
、
鉄
玉
を
投

げ
て
標
的
に
ど
れ
だ
け
近
付
け
る
か
を

競
う
ペ
タ
ン
ク
や
フ
リ
ス
ビ
ー
を
投
げ

て
輪
の
中
を
通
す
フ
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
デ

ス
ク
・
ア
キ
ュ
ラ
シ
イ
な
ど
の
４
種
目

が
行
わ
れ
、
各
種
目
に
さ
わ
や
か
な
汗

を
流
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。



要
望
事
項
の
説
明
を
行
う
清
水
町
長

　
栃
木
県
議
会
土
木
委
員
会
（
広
瀬
寿

雄
委
員
長
ほ
か
８
名
）
と
県
関
係
者
の

コ
打
が
７
月
3
0
日
、
現
地
調
査
の
た
め

来
町
し
ま
し
た
。

　
今
回
現
地
調
査
を
行
っ
た
の
は
、
主

要
地
方
道
宇
都
宮
・
栃
本
線
（
惣
社
今

井
バ
イ
パ
ス
）
で
、
本
路
線
は
、
宇
都

宮
と
県
南
西
部
を
結
ぶ
主
要
道
路
君
父

通
量
が
多
く
、
と
く
に
朝
夕
の
通
勤
時

間
帯
に
は
交
通
渋
滞
を
き
た
し
て
い
る

た
め
、
現
在
一
部
整
備
中
の
、
栃
木
市

惣
社
バ
イ
パ
ス
に
通
じ
る
区
間
〒
、

７
４
３
ｍ
）
の
整
備
促
進
を
要
望
し
ま

し
た
。

　
こ
の
日
の
現
地
調
査
に
は
、
町
か
ら

清
水
町
長
ほ
か
町
執
行
部
な
ら
び
に
、

松
井
町
議
会
議
長
、
雌
黄
建
設
水
道
常

任
委
員
長
が
出
席
、
清
水
町
長
が
現
地

の
状
況
と
要
望
路
線
の
説
明
を
し
、
本

区
間
の
整
備
促
進
を
要
望
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
ほ
か
次
の
４
か
所
に
つ

い
て
も
、
整
備
促
進
の
要
望
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　　　　　　　　　　惣社今井バイパス完成予想図
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　老齢基礎年金の繰り上げ

　　　　　　　　受給に当っての留意点

　国民年金のうち老齢基礎年金を受給する年齢は65歳

です。しかし、繰り上げ支給制度があり、希望者は60

歳から64歳までの間に繰り上げて受給することができ

ます。ただ普通より早く年金を受けるのですから、年

金を受給する年齢によって、年金額が減額されます。

例えば、60歳で受給を開始すれば、65歳で受給する場

合の58％の年金額になります。このため、年々繰り上

げ受給を希望する方は減少しています。

　このように老齢基礎年金は、繰り上げ支給を希望す

ると年金額が減額され、その割合は生涯変わることか

ありません。そのほかにも、次のような汪意しなけれ

ばならないことがありますので、繰り上げを請求する

際には、十分に気をつけてください。

◆繰り上げ請求した後に、障害を受けた場合でも、障

　害基礎年金は受給できません。

◆寡婦年金は、繰り上げ請求をすると受給できなくな

　ります。

◆厚生年金保険や共済組合の加入期間がある人に60歳

　から支給される特別支給の老齢厚生年金または退職

　共済年金は、繰り上げ請求したときから65歳までは

　支給が停止されます。

◆遺族厚生年金や遺族共済年金受給者が、老齢基礎年

　金の繰り上げ請求をした場合、64歳まで支給が停止

　されます。

◆第二号機保険者になったときには、老齢基礎年金は

　支給停止となります。

◆国民年金の高齢任意加入はできなくなります。

◎問合せ先

　町民生部住民諜国民年金係�８２－１２３４内線119

５

①
道
路
整
備

　
宇
都
宮
・
栃
木
線
（
国
谷
・
壬
生
地
内
）

　
延
長
２
、
５
６
０
ｍ

②
公
園
整
備

　
壬
生
総
合
公
園
（
国
谷
地
内
）

　
面
積
　
３
７
・
２
ｈ

③
道
路
整
備

　
上
田
・
壬
生
線
（
助
谷
・
国
谷
・
福

　
和
田
地
内
）
延
長
３
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ｍ

④
橋
梁
整
備

　
東
雲
橋
（
国
道
３
５
２
号
・
黒
川
）

　
延
長
４
６
２
ｍ
（
内
橋
梁
Ｉ
０
２
ｍ

五町合同文化財巡回展開かれる
　　「城」をテーマとした五町（壬生町､石橋町､上三川町、

南河内町､国分寺町）合同文化財巡回展が７月10日～19日

まで、羽生田小学校を会場に聞かれました。

　上三川城からの出土品や当時の銭が大量に入っていた

カメなどが展示され、特に、羽生田城の地形模型やイラ

　　　　　　　　　　　　　　　ー---一一-一一一一一-一一一----一一----
ストに熱心に見入る地元の方や、当時の様子を体験して

もらおうと設けられた鎧（レプリカ）試着コーナーでは、

鎧の重さによろけたり、「こんな重いの着て戦いをしたん

だね」と、感心する子どもたちの姿が見られました。

子どもたちに人気の鎧試着コーナーレ
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現在の郵便事業は、人の手による作業の割合が高いものになっています。そ
こで

，

郵政省では新郵使番号制を導入して一層機械化を進め

，

ととしました
.,…………=…

…
…………………………………

……

=…………=.………〉…………………=.…………………=…………=……
……

,.大士………,こ･:………

：平成10年２月゛2日から全国芒郵便番号が７けたになり宍ます1

，

　新郵便番号は、原則として、現在の郵便番号を継続

して使います。現在３けたの郵便番号には４けたを、

５けたの郵便番号には２けたを追加します。

【例】

〈現在〉１５４⇒　　　《新郵便番号》１５４－００２３

　　(壬生町役場)

〈現在〉３２１－０２⇒《新郵便番号》３２１－０２９２

唇刊ザニ紆介の膀搾ジ自｡質かサービスをマー_､'_-　＿;Et-'_‾一一､E';-｡'｡゛一一J--~-～－　7
　郵便事業は、人力に依存する度合いが極めて高く合

理化が不可欠とされていました。そこで新郵便番号制

を導入し、機械化の範囲を大幅に拡大して効率化を図

ることになりました。

　新郵便番号とあて名を、機械が読み取りやすいバー

コードの形に変えて印字します。このことによって郵

便物を配達順に並べるところまで機械化が可能になり

ます。

　このような機械化によって、現在の郵便料金をでき

るだけ長く維持することができます。

　また、将来にわたって良質で安定したサービスが受

けられることにもなります。

鯉沼九八郎ご夫妻

効率化を図るこ

◆平成９年８月から新郵便番号簿が届きます

　平成９年８月から、新しい郵便番号簿が各家庭や事

業所などに配られます。ポスターやチラシ、インター

ネットでも知ることができます。

○官製はがきなどの無料交換

　　【平成10年１月中旬から３月末まで】現行の郵便番

号枠の官製はがき・郵便書簡を、新郵便番号枠のもの

と無料交換できます。現行の５けた枠のはがきなどは、

新郵便番号を書けば便うことができます。そのほか、

新郵便番号制については、壬生郵便局（�８２－０９１

０）または、

関東郵政局

　（�03－3243

－4579）

へお問い合わ

せください。

新郵便番号キャラクター「ボストン」

　
少
年
期
壬
生
藩
校
に
学
び
、
明
治
期

に
入
り
有
司
専
制
政
治
に
不
満
を
も
ち

民
権
運
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
１
８
８
３
年
（
明
治
1
6
年
）
自
由
党

の
危
機
に
、
九
八
郎
は
独
自
の
道
を
歩

み
始
め
大
臣
参
議
の
暗
殺
を
考
え
、
加

波
山
事
件
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

す
。
三
島
通
庸
が
県
令
と
し
て
来
県
、

県
庁
の
宇
都
宮
移
転
後
の
県
庁
開
庁
式

に
爆
裂
弾
を
仕
掛
け
よ
う
と
し
、
製
造

中
に
爆
発
、
負
傷
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、

治
療
を
し
た
の
が
同
志
で
あ
り
医
師
で

あ
る
石
崎
鼎
吾
で
す
。

　
こ
れ
を
契
機
に
同
志
は
加
波
山
で
挙

兵
、
加
波
山
事
件
が
勃
発
し
ま
し
た
。

次
回
は
、

千
生
の
三
義
人
で
す
。

こ
れ
に
’
よ
り
裁
判
に
付
さ
れ
、
１
８
８

６
年
（
明
治
1
9
年
）
1
5
年
の
刑
が
決
し
、

同
年
北
海
道
空
知
監
獄
署
に
収
監
さ

れ
、
藁
工
場
な
ど
の
刑
役
に
つ
き
ま
し

た
。
改
悛
の
情
あ
り
と
の
こ
と
で
、
－

８
９
３
年
（
明
治
2
6
年
）
放
免
さ
れ
ま

し
た
。

　
出
獄
後
の
１
８
９
９
年
（
明
治
3
2
年
）

県
会
議
員
と
な
り
、
以
後
1
2
年
間
県
政

に
当
た
り
ま
し
た
。

　
１
９
１
１
年
（
明
治
4
4
年
）
以
後
は

政
治
に
関
与
せ
ず
、
宇
都
宮
市
で
生
活

し
、
地
方
政
客
の
生
涯
を
貰
き
ま
し
た
。

鰹
沼
　
九
八
郎
（
こ
い
ぬ
ま
　
く
は
ち
ろ
う
）

　
１
８
５
８
年
（
安
政
５
年
）
～
１
９
２
４
年
（
大
正
１
３
年
）

　
　
壬
生
の
偉
人
・
義
人
た
ち

壬
生
藩
出
身

自
由
民
権
家
、
県
会
議
員

（
五
）



第
2
8
回
県
下
学
童
軟
式
野
球
大
会

　
７
月
2
6
日
か
ら
９
日
間
に
わ
た
り
、

宮
原
球
揚
子
都
営
市
）
を
主
会
場
に

県
内
１
５
７
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ

れ
た
第
2
8
回
県
下
学
童
軟
式
野
球
大
会

で
、
本
町
か
ら
出
場
の
壬
生
レ
ッ
ド
が

見
事
優
勝
し
、
深
紅
の
若
獅
手
旗
を
手

中
に
収
め
ま
し
た
。

　
壬
生
レ
ッ
ド
は
、
―
回
戦
か
ら
投
手

隙
の
好
投
と
打
線
の
爆
発
、
こ
の
両
輪

が
か
み
合
い
勝
ち
進
み
、
５
回
戦
で
全

員
得
点
を
記
録
す
る
な
ど
連
打
攻
勢
で

一
気
に
畳
み
掛
け
る
戦
法
で
決
勝
へ
駒

を
進
め
、
箱
森
町
で
・
Ｉ
Ｉ
ム
（
栃
木
市

と
の
決
勝
戦
で
も
、
持
ち
前
の
勝
負
強

さ
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
７
対
Ｏ
と
破

り
、
昭
和
6
2
年
の
第
1
8
回
大
会
に
続
く

２
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
壬
生
レ
ッ
ド
は
８
月
1
9
日
か

ら
３
日
問
、
群
馬
県
前
橋
市
ほ
か
で
行

　
８
月
２
目
か
ら
に
し
な
す
の
運
動
公

園
（
西
那
須
野
町
）
を
主
会
場
に
行
わ

れ
た
第
2
5
回
県
学
童
少
女
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
で
、
本
町
か
ら
出
場
の
壬
生
東

ク
ラ
ブ
が
見
事
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
壬
生
東
ク
ラ
ブ
は
２
回
戦
か
ら
登
場
、

わ
れ
る
第
2
0
回
関
東
学
童
軟
式
野
球
大

会
に
栃
木
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

壬
生
駅
か
ら
母
校
へ

　
　
　
　
凱
旋
パ
レ
ー
ド
す
る

　
　
　
　
　
　
　
壬
生
レ
ッ
ド
チ
ー
ム

準
決
勝
戦
ま
で
の
３
試
合
を
危
な
げ
な

く
勝
ち
進
み
、
準
決
勝
の
山
園
ソ
フ
ト

（
田
沼
町
）
戦
で
は
、
３
対
―
と
粘
ら

れ
ま
し
た
が
こ
れ
を
退
け
、
高
久
ク
ラ

ブ
（
那
須
町
）
と
の
決
勝
戦
は
猛
打
で

９
対
６
と
振
り
切
り
初
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。

　
な
お
、
壬
生
東
ク
ラ
ブ
は
昨
秋
の
県

小
学
生
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ー
ル
新
人
犬
合
、

５
月
の
全
日
本
小
学
生
男
女
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
そ
し
て
今
大
会
と
県
内
３
大

大
会
完
全
制
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

国
谷
駅
か
ら
母
校
へ

　
凱
旋
パ
レ
ー
ド
す
る
壬
生
東
ク
ラ
ブ

７

県
弓
道
近
的
選
手
権
大
会

針
谷
靖
久
駝
見
事
優
勝

　
栃
木
県
弓
道
連
盟
主
催
の
平
成
９
年

度
栃
木
県
弓
遠
近
的
選
手
権
大
会
が
６

月
1
5
日
、
宇
都
宮
市
弓
道
場
に
お
い
て

行
わ
れ
、
本
町
か
ら
男
子
三
段
以
下
の

郭
に
出
場
し
た
壬
生
町
体
育
協
会
弓
遊

郭
の
針
谷
靖
久
さ
ん
（
安
塚
南
部
）
が

見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
県
内
か
ら
卯
名
が
出
場
、

針谷靖久さん

競
技
は
矢
の
当
た
り
数
だ
け

を
競
う
も
の
で
は
な
く
、
弓

を
引
く
姿
勢
も
審
査
の
対
象

と
な
り
、
双
方
の
合
計
点
で

順
位
が
決
め
ら
れ
る
と
い

う
、
と
て
も
難
し
い
大
会
で

す
。



　
　
「
健
康
長
寿
の
秘
訣
は
、
何
と
言
っ

て
も
家
庭
円
満
、
適
度
な
運
動
と
何
ご

と
に
も
く
よ
く
よ
せ
ず
プ
ラ
ス
発
想
で

生
き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
」
と
語

る
義
雄
さ
ん
・
コ
ン
さ
ん
ご
夫
妻
。

　
義
雄
さ
ん
の
趣
味
は
水
墨
画
、
盆
栽
、

密達者　　＼

カッフル(形

三好町

戸綺

壬生来小学校６年

　　落　合　淑　恵

義雄さん(８０

コンさん(７５

青
春
ス
ケ
ョ

千
特

　　　　海中の世界に魅かれる

　　　　　　　　　落合　　山田　陽子さん

　　「この間、シュノーケルを付けて海に潜って、

海の中の世界に魅かれました。今度はスキューバ

ダイビングにもチャレンジしてみたいです｡］とい

う陽子さん。

　音楽鑑賞が趣味で、特に好きなのはビートルズ

やカーペンターズなど、･60～･70年代のロック・ポ

ップスだそうです。

　現在学習中の英会話にさらに磨きをかけ、色々

な国を飛び回ってみたいと意欲を燃やしています。

ふ

覗
◎
⑩
忌

８
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「
婦
人
会
の
輪
」
ゲ
ー
ム
の
よ
う
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
コ
ン
さ
ん
の
趣
味
は

三
昧
線
、
民
謡
、
そ
し
て
義
雄
さ
ん
と

同
じ
く
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
、
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
に
関
し
て
は
、
義
雄
さ
ん
は
Ｉ
級

審
判
員
、
コ
ン
さ
ん
は
３
撒
審
判
員
の

資
格
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
多
趣

味
な
お
二
人
の
部
屋
に
は
掛
け
軸
、
免

状
、
賞
状
な
ど
が
数
多
く
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
義
雄
さ
ん
は
、
昭
和
６
年
に
壬
生
尋

常
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
徴
兵

検
査
を
受
け
て
海
兵
団
に
入
団
す
る
ま

で
の
６
年
間
、
東
京
都
内
の
理
髪
店
で
、

見
習
徒
弟
と
し
て
修
行
を
し
て
い
ま
し

た
。
　
お
一
人
が
結
婚
し
た
の
は
戦
時
中
、

義
雄
さ
ん
が
南
太
平
洋
戦
線
か
ら
帰
還
　
一

し
、
海
軍
航
空
廠
に
在
籍
し
て
い
た
昭

和
1
9
年
1
2
月
の
こ
と
で
し
た
。

　
戦
後
は
、
三
好
町
の
現
在
地
に
理
容

所
を
開
店
し
、
「
親
切
・
丁
寧
を
モ
ッ

ト
ー
に
」
長
年
ご
夫
婦
で
理
容
所
を
営

ん
で
き
ま
し
た
。

　
４
人
の
お
子
さ
ん
は
い
ず
れ
も
独
立

し
て
、
お
孫
さ
ん
は
８
人
い
ま
す
。
理

容
所
は
現
在
、
長
男
夫
妻
が
後
を
継
い

で
お
り
、
２
人
の
お
孫
さ
ん
と
合
わ
せ

て
６
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
家
庭
円

満
で
趣
味
に
う
ち
こ
み
、
穏
や
か
な
毎

日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
壬
生
町
婦
人
会
（
田
中
ミ
ヨ
会
長
）
　
　
し
て
勝
ち
技
く
「
婦
人
会
の
輪
」
ゲ
ー

主
催
の
運
動
会
が
会
員
約
１
５
０
名
が
　
　
ム
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
て
６
月
2
2
日
、
壬
生
小
学
校
校
　
　
　
　
「
婦
人
会
の
輪
」
ゲ
ー
ム
で
は
、
―

庭
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
５
０
人
中
１
位
に
な
り
、
首
に
た
く
さ

　
こ
の
日
は
、
前
日
ま
で
の
暑
さ
が
ウ
　
　
ん
の
レ
イ
を
か
け
て
も
ら
い
大
喜
び
の

ソ
の
よ
う
に
時
々
心
地
よ
い
風
が
吹
く
、
　
場
面
な
ど
が
見
ら
れ
、
見
て
い
る
よ
り

絶
好
の
運
動
会
日
和
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
　
競
技
を
し
た
方
が
楽
し
い
と
校
庭
は
笑

　
競
技
は
、
北
国
の
春
の
曲
に
合
わ
せ
　
　
顔
と
歓
声
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

て
の
手
ぬ
ぐ
い
体
操
や
フ
ォ
ー
ー
ク
ダ
ン
　
　
　
な
お
、
開
催
に
あ
た
り
前
日
の
テ
ン

ス
を
し
た
り
、
か
ん
ぴ
ょ
う
音
頭
で
全
　
　
ト
張
り
や
用
具
の
準
備
等
に
壬
生
小
学

員
が
き
れ
い
な
輪
を
作
り
踊
っ
た
り
、
　
校
の
先
生
方
な
ど
の
ご
協
力
を
い
た
だ

ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
参
加
者
全
員
を
相
手
に
　
　
き
ま
し
た
。

今
回
、
チ
ビ
ッ
子
ア
ル
バ
ム
コ
ー
ナ
ー
は
、
休
ま
せ
て
い
た
だ
き

嘉
陽
が
丘
ふ
れ
あ
い
広
場
で
夏
休
み
を
利
用
し
て
行
わ
れ
た
「
児

童
文
化
教
室
」
の
様
子
を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

官
武
町
政
の
顧
尋
い
０
艮

　
７
月
割
］
日
（
本
）
～
８
月
２
日
（
古

の
３
日
間
、
嘉
陽
が
丘
ふ
れ
あ
い
広
場

で
、
小
学
生
約
6
0
名
が
参
加
し
て
「
児

童
文
化
教
室
」
の
宿
泊
研
修
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　
初
日
は
、
グ
ル
ー
プ
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
る
班
旗
を
制
作
し
た
の
ち
、
午
後
は

外
に
出
て
、
ふ
れ
あ
い
広
場
敷
地
内
に

自
分
か
ち
の
泊
ま
る
テ
ン
ト
を
設
営
し

ま
し
た
。

　
つ
づ
い
て
、
キ
ャ
ン
プ
場
で
野
外
炊

飯
が
行
わ
れ
、
料
理
の
下
ご
し
ら
え
を

し
た
り
炊
飯
用
の
薪
を
く
べ
た
り
と
、

暑
い
中
、
み
ん
な
汗
だ
く
に
な
り
な
が

ら
準
備
に
動
き
回
っ
て
い
ま
し
た
。
体

を
動
か
し
た
あ
と
、
外
で
、
自
分
た
ち

お子さんの写真と簡単なメッセージを

の
作
っ
た
料
理
を
食
べ
る
、
そ
の
お
い
よ

し
さ
は
格
別
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
心

までお送りください。

“
’
|
“
～
Ｍ
¥
ｕ
Ｑ
’
１
’
ｓ”
ｌ
ｘ
ｌ
Ｊ
’
Ｍ
‐
¥
‘
Ｉ
　
　
　
Ｇ

　
２
日
目
以
降
も
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
四
4
2
1

ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル
で
の
遊
泳
、
自
然
観
ご
内

察
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
と
盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
で
、
楽
し
い
夏
休
み
の

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
な
ど
で
大
い
に

「チビッ子アルバム」コーナーのお子さんを募集しています。

添えて、町総務部企画財政課広報広聴係（�８２－ １２３４

汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
の
飯
倉
炊
さ
ん
　
　
盛
り
上
が
っ
た
牛
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
　
　
９



女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
安
全
運
転
競
技
大
会

　
　
初
心
に
返
っ
て
ハ
ン
ド
ル
を
握
る

　
Ｍ
Ｔ
車
と
Ａ
Ｔ
車
に
分
か
れ
、
道
路

交
通
法
に
定
め
ら
れ
た
正
確
な
通
行
方

法
を
競
う
町
交
通
安
全
協
会
（
坂
・
田
佐

一
郎
会
長
）
並
び
に
町
女
性
ド
ラ
イ
バ

ー
ク
ラ
ブ
（
人
見
イ
ハ
会
長
∇
王
催
の

第
1
6
回
壬
生
町
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
安
全

運
転
競
技
大
会
）
が
７
月
1
0
日
、
壬
生

自
動
車
学
校
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
競
技
は
、
右
・
左
折
、
ク
ラ
ン
ク
走

行
や
坂
道
発
進
な
ど
「
運
転
免
許
技
能

試
験
実
施
基
準
」
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
、

今
回
の
大
会
か
ら
高
齢
者
の
事
故
防
止

を
図
る
た
め
、
シ
ル
バ
ー
女
性
ド
ラ
イ

バ
ー
の
部
も
登
場
。
選
手
た
ち
は
初
心

ｓ言　言
言言四回韻｢顎言
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に
返
っ
て
、
自
動
車
学
校
検
定
員
の
き

び
し
い
審
査
に
挑
ん
で
い
ま
し
た
。

成
　
績

《
Ｍ
Ｔ
車
の
部
》

優
勝
越
路
治
美
（
釜
ケ
言

準
優
勝
　
米
倉
恭
子
〒
表
町
）

《
Ａ
Ｔ
車
の
部
》

優
勝
大
橋
葉
子
（
泉
下
台
）

準
優
勝
高
山
朝
子
玉
長
田
）

《
シ
ル
バ
ー
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
部
》

優
勝
吉
田
サ
ク
江
（
上
表
町
）

準
優
勝
　
久
賀
　
和
代
（
幸
町
四
丁
目
）

　
な
お
、
成
績
上
位
者
は
９
月
１
日
、

壬
生
自
動
車
学
校
で
行
わ
れ
る
栃
木
地

　
緑
町
二
丁
目
自
治
会
・
育
成

会
で
は
７
月
６
日
、
自
分
た
ち

の
公
園
は
白
分
か
ち
の
手
で
き

れ
い
に
と
「
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち

第
１
児
童
公
園
」
（
金
魚
の
公

園
）
の
清
掃
奉
仕
に
汗
を
流
し

ま
し
た
。

　
落
書
き
が
目
立
っ
て
い
た
公

園
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
金
魚
型

の
滑
り
台
な
ど
も
き
れ
い
に
塗

り
替
え
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
も
ま

す
ま
す
子
ど
も
た
ち
を
喜
ば
せ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ベノ

区
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
安
全
運
転
競
技
大

会
に
出
場
し
ま
す
。

,，

公園清掃に汗

,

を

,

流す

……。
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交通安全の意識を高める
　城南長寿会(中行為明会長)では、町女性ドライバークラブの

協力を得て７月23目、城南公民館で交通安全教室を開きました。

　県内の交通事故死亡者の32％が高齢者ということで、高齢者

の事故の特徴や道路上でとりがちな行動の事例、注意点などを

人見町女性ドライバークラブ会長、栃木警察署の加藤交通係長

による講話やビデオなどで学習しました。

工
会
婦
人
部
（
林

で
は
７
月
1
8
口
、

及
び
公
園
周
辺

の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
回
帰
入
部
の
奉
仕
活

動
並
び
に
環
境
美
化
運
動
の
Ｉ

環
と
し
て
、
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
こ
の
日
は
早
朝
か

ら
婦
入
部
会
員
約
3
0
名
が
参
加

し
、
約
２
時
間
に
わ
た
り
空
き

缶
や
ゴ
ミ
袷
い
、
雑
草
取
り
に

汗
を
流
し
ま
し
た
。

W ’

　講話の後、多数の

質問が寄せられ、参

加者の交通安全に対

する関心の高さがう

かがわれました。ま

た、同地区内の道路

での危険な個所など

を話し合ったりし、

交通安全に対する意

識を高めました。

　　　　　　　　　10

寄
付
し
店
１
凛
凛

言
数
字
は
寄
付
回
数
）

合
1
0
万
円
①

　
　
　
東
武
鉄
道
株
式
会
社

　
　
　
　
　
壬
生
駅
長
　
前
原
康
弘
縁

合
８
千
１
５
６
円
⑩

　
　
　
稲
葉
地
区
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
様

合
１
万
円
⑨
　
　
　
（
株
）
県
南
環
境
縁
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坂
　
祭

　
　
　
　
　
　
言
／
月
７
日
～
1
6
日
）

　
笛
や
太
鼓
の
奏
者
が
乗
っ
た
大
き
な

屋
台
や
、
掛
け
声
も
勇
ま
し
く
道
路
狭

し
と
練
り
歩
く
み
こ
し
が
、
祭
り
に
集

ま
っ
た
大
勢
の
人
々
の
注
目
を
集
め
て

尚尚少　貳興

り。づ

　陽　

縦。

き　　　‾‾'‾゛づ1　

ょi尹゛

ﾄﾞ

　　爽尚尚尚尚m

ｽ

膳謳尚尚

≠ﾀﾞ

い
ま
し
た
。

W

納
　
涼
　
祭

　
　
　
（
７
月
2
3
日
い
な
ば
保
育
園
）

　
加
わ
い
い
浴
立
姿
の
園
見
た
ち
が
、

先
生
と
い
っ
し
ょ
に
輪
に
な
っ
て
元
気

よ
く
踊
り
ま
し
た
。｜

｜

　
　
Ｊ

地
蔵
ま
つ
り

　
　
　
　
　
（
７
月
1
9
日
壬
生
寺
）

　
見
事
な
「
円
仁
太
鼓
」
の
演
奏
を
披

露
す
る
子
ど
も
た
ち

一一--・　・－
ﾐ中吉吉き竺牢乎つy'1　｡7＝ln､一一1、/'気j-ぶﾐこふぶＪ。。=　ゝｊ心;Ｊロノ

　元気よくみこしを担ぐ子どもたちや

スイカ割りを楽しむ子どもたち。

　母親クラブの皆さん、児童委員さん

六美第-あけぼの会の皆さんの協力を

得て行われた児童館夏祭りは、子ども

たちの歓声に包まれていました。

子貴子否

ｊ

／

⑤⑤

雀

文
化
協
会
文
芸
部
選

短
　
　
歌

ｊ

物
干
に
羽
を
休
め
て
い
る
蜻
蛉

夕
づ
く
空
に
何
思
い
居
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
真
夕
美

妓
鳴
く
知
恵
子
の
泉
に
湧
く
水
を

両
手
に
掬
い
喉
を
う
る
お
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
城
　
敏
夫

雨
の
中
横
断
歩
道
を
足
曳
き
て

ゆ
く
人
の
あ
り
わ
れ
と
同
じ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
村
　
ト
シ

久
々
に
東
京
の
街
を
歩
き
お
り

都
会
の
人
の
よ
う
な
顔
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
久
井
　
香

　
　
　
俳
　
　
句

ハ
ン
ケ
チ
を
振
り
て
夕
風
誘
い
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
ハ
重
子

定
年
の
日
も
ハ
ン
ケ
チ
は
胸
に
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
田
　
昭
夫

食
慾
の
今
朝
も
す
す
ま
ぬ
暑
さ
が
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
老
沼
勘
一

ハ
ン
ケ
チ
を
小
さ
く
た
た
む
別
れ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
沢
　
ツ
ヤ

ｊ

ｋｙ

１１



ジ昌司ン[ﾄ

・　コン診＝卜

|廿

仁－｡

闘il子、
☆日　時　12月７日（日）

　　　　　　開場：午後６時

　　　　　　開演：午後６時30分

☆会　場　壬生中央公民館

　　　　　　　　　（城址公園ホール）

☆入場料　Ａ席：３、０００円（指定席）

　　　　　Ｂ席：２、０００円（自由席）

　※入場券は、９月５日より、壬生中央

　公民館、稲葉・南犬飼出張所、悶壬生

　町施設振興公社（総合公園内）で取り

　扱います。

　〈未就学兄の入場はできません〉

☆主　催　悶壬生町施設振興公社

☆後　援　壬生町教育委員会

☆問合せ先

　・壬生中央公民館�８２-０１０８

｀Ｗ／

お
父
さ
ん
も
休
浴
に
挑
戦

　
町
で
は
、
新
し
く
お
父
さ
ん
・
お
母

さ
ん
に
な
ら
れ
る
方
を
対
象
に
両
親
学

級
を
開
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
教
室
は
、
妊
娠
中
の
体
の
変
化

や
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
れ
方
、

お
む
っ
の
あ
て
方
な
ど
を
両
親
が
揃
っ

て
勉
強
す
る
も
の
で
す
。

　
６
月
2
8
日
に
行
わ
れ
た
教
室
で
は
、

体
浴
人
形
を
使
い
お
風
呂
の
入
れ
方
々

ミ
ル
ク
の
与
え
方
な
ど
を
実
習
、
ぎ
こ

ち
な
い
手
つ
き
な
が
ら
真
剣
に
取
り
組

む
お
父
さ
ん
や
心
配
そ
う
に
見
つ
め
る

７
月
1
2
目
玉
）
嘉
陽
が
丘
ふ
れ
あ
い
　
　
・
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

広
場
で
小
学
生
の
親
子
が
参
加
、
ジ
ャ

ン
ケ
ン
グ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
学
校
が
休
み
の
第
２
・
第

４
土
曜
日
を
中
心
に
町
内
の
小
・
中
学

生
を
対
象
と
し
た
「
ウ
ィ
ー
ク
子
ノ
ド
・

サ
ー
ク
ル
活
動
」
の
一
つ
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
イ
ン
デ
ィ

ア
カ
、
紙
飛
行
機
作
り
教
室
な
ど
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
二
皮
、
親
子
で
参
加
し
て
ウ
ィ

ー
ク
エ
ン
ド
の
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
問
合
せ
先

W

�
8
2
－
０
９
３
４

お
母
さ
ん
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
の
両
親
学
級
は
、
次
の
日
程
で

行
い
ま
す
の
で
、
新
し
く
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
に
な
ら
れ
る
方
、
ぜ
ひ
ご
参

日
　
、
、
こ
　
、
．
０

い
Ｌ
Ｌ

扁
（
―
‐

３時

時30

30分

分Ｓ

Ｗ

◇
９
月
2
7
目
玉
）
保
健
福
祉
ヤ
ノ
タ
ー

◇
1
2
月
1
9
目
（
金
）
　
　
　
ク

◇
３
月
2
7
日
（
金
）
　
　
　
ク

○
問
合
せ
先

・
町
民
生
節
保
健
諜
健
康
増
進
係

　
　
　
�
8
2
－
１
２
３
４
内
線
１
１
０

にが　　　●●

納大納　　国国
付変期　　民民
し込限　　年健
まみ間　納金座

し合際　期．-、保
ょいは　限９険
うま　｀　＿、月税
゜す納　９分＿
　゜付　月－３

　早窓　30　期
　め□　日　‾

９

月

の

納

税

侭i?
マ

う∧ごぐきﾌﾟ∧づ

　　　　　８月１日現在

　総人口40

,

090人（　11）

　　男　19

,

725人　レ５）

………ﾚ…………,女j=ﾝ,==lj………:ｿ齢,365人ﾚ………………゜（==６）:

世帯数12

,

660世帯レ21）

　　　　　（　）内は前月比

12
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